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関西外国語大学留学生別科 日本語教育論集 34 号 2024 

関西外国語大学留学生別科における日本語教育実習 

福池 秋水 

要旨 

関西外国語大学の日本語教員養成課程は、1987 年の開設以降の長い歴史の中

で、留学生別科における日本語教育実習を実施し続けてきた。教育実習を含む日

本語教員養成課程のカリキュラムは、その時々の日本語教育を取り巻く事情の変

化や、留学生別科の日本語科目自体のカリキュラムの変更、学部・学科の改組等

に伴い、内容や運営方法の改訂を重ねてきたが、今般、日本語教員の国家資格化

等の諸事情に伴い、今後さらなる調整が予想される。

本稿では、現在の日本語教育実習についてまとめ、実践例を報告する。そして、

今後の教育実習の内容の検討に向け、どのような調査・研究が必要かを考察する。

今後の調査・研究として、実習生に対しては教育実習の学びの内容や日本語教員

を目指さない実習生にとっての意義、指導担当教員に対してはビリーフの研究な

どを実施することで、より効果的な教育実習の実施方法を検討することに貢献す

ることができると考えている。

【キーワード】 日本語教育実習、実践研修、日本語教員養成、コアカリキュラ

ム

1. はじめに

関西外国語大学では、1987 年の日本語教員養成課程開講当初から、留学生別

科（以下、別科）での日本語教育実習（以下、教育実習）が実施されてきた。3

週間の教育実習では、オリエンテーション、授業見学、教案作成・検討といった

段階を踏みながら、実際の学習者を対象とした教壇実習を行う。こうした具体的

な実施方法については、別科日本語教員が検討を重ねながら、より効果的なあり

かたを模索し続けてきた歴史があり、折りにふれてその様子が実践報告等を通じ
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て発表されてきた（小山, 1992；武田・鹿浦, 1995；鹿浦, 2007；鹿浦 2012、鹿浦, 

2013；英保・内藤, 2014；英保・内藤, 2015）。 

現在、本大学の学科新設や、国全体の日本語教育政策の変化に伴い、教育実習

の位置づけが変化しようとしている。2024 年度には外国語学部に国際日本学科

が新設され、2025 年度には英語国際学部にアジア共創学科の開設も予定されて

いる（設置構想中）。以降、日本語教員養成課程はこの 2 つの学科で開講される

予定である。また、2024 年に始まった登録日本語教員養成機関の第 1 回の申請

において両学科の日本語教員養成課程が登録され、2025 年度からは文科省の示

したコアカリキュラムに準拠し、「必須の教授項目」50項目のうち、「教育実習」

以外の 49 項目をカバーする新しいカリキュラムが始まる。現時点では実践研修

期間としては登録していないため、教育実習については、登録日本語教員養成機

関としてのカリキュラムに上乗せする形で実施される大学独自の科目という位

置づけになるが、日本語教員養成課程全体のカリキュラム変更の中で、教育実習

のシラバスについても若干の調整がなされている。 

このような過渡期の中で、教育実習のあり方については今後も調整を重ねるこ

とが予想される。本稿では、その資料となるよう、2024 年現在の別科における教

育実習について記述し、今後必要な調査・研究について検討することを目的とす

る。はじめに、日本語教員の養成段階全般における教育実習の意義および位置づ

けについて概観する。その上で、関西外国語大学における教育実習がどのように

実施されてきたかをたどり、現行の教育実習のデザインと、筆者が 2024 年度に

指導を担当した教育実習の実践を紹介する。以上を踏まえ、最後に、今後の教育

実習の運用を検討するにあたり、どのような調査・研究が必要かを考える。 

 

2. 日本語教員の養成段階における教育実習 

2.1 教育実習の位置づけ 

日本語教員養成において、日本語教育実習はその集大成として位置づけられて

いる。例えば横溝（2021, 39）は、教育実習の目的を「知識として学んできたこ

とを、実践の場で体験・実践してみることで、教える力を伸ばすこと」としてい

る。また、荒川（2016, 401）は、言語教育における実習は「プレサービスの仕上

げ」、すなわち実際の仕事に就く前の最終段階に行われるものであるとしている。 
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このように教育実習とは、実際の現場またはそれに近い場で、座学で学んだ知

識を活かし、応用力、実践力をつけ、教授経験を積む活動といえる。 

 

2.2 コアカリキュラムにおける教育実習 

日本政府による外国人材の受け入れ方針の転換に伴い、質の担保された日本語

教育の需要が高まる中、2018 年には文化審議会国語分科会によって「日本語教

育人材の養成・研修の在り方について（報告）」（以下、平成 31 年報告）が取り

まとめられ、分野や段階に応じて日本語教育人材に求められる資質や能力が整理

された。特に、日本語教師の養成段階の教育内容について 50 項目の「必須の教

授項目」が示されている。 

2024 年 4 月には「日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育

機関の認定等に関する法律」が施行された。この法律により、一定の質を担保さ

れた日本語教育機関は「認定日本語教育機関」の認定を受けることとなり、そこ

で日本語を教える資格を持つ教員は「登録日本語教員」、その養成・研修を行う

機関は「登録日本語教員養成機関」および「登録実践研修機関」として登録され

ることとなった。 

登録日本語教員養成機関および登録実践研修機関の学修内容については、平成

31 年報告に示された「必須の教授項目」を含めて作られた「登録日本語教員実践

研修・養成課程コアカリキュラム」（以下、コアカリキュラム）が公表され、登

録日本語教員の養成や研修の段階で学ぶべき項目が定められている。 

いわゆる教育実習は、このうち実践研修に相当する。実践研修のコアカリキュ

ラムによれば、その目的は以下のように記述されている。 

 

実践研修では、日本語学習者を対象とした教育実践経験を通して、「日本

語教師（養成）に求められる資質・能力」（平成 31 年報告 p.24 表１）のう

ち、特に「１．教育実践のための技能」「２．学習者の学ぶ力を促進する技

能」「３．社会とつながる力を育てる技能」を身に付けるとともに、「１．言

語教育者としての態度」「２．学習者に対する態度」「３．文化多様性・社会

性に対する態度」を養う。 

（日本語教育部会 2024,6） 
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また、実践研修の学習項目は ①オリエンテーション ②授業見学 ③授業準

備 ④模擬授業 ⑤教壇実習 ⑥全体総括（振り返り）に大別され、それぞれに

到達目標が定められている。 

先に述べた通り、関西外国語大学は、登録日本語教員養成機関の登録のみを行

い、登録実践研修機関については登録を行っていないため、このコアカリキュラ

ムに準拠する必要はない。しかし、今後登録日本語教員を目指す履修者を含めた

日本語教育人材の養成を行う上で、コアカリキュラムに示された方針を指導者が

心に留めておくことには意味があると考えている。 

 

3. 関西外国語大学の日本語教員養成 

3.1 日本語教員養成課程の沿革 

 関西外国語大学の日本語教員養成課程は、1987 年に始まった。小山（2002）に

よれば、当初から目標を欧米各国での日本語教育に従事する人材養成においてい

たこと、英語を媒介語とする別科での教育実習が必修であったことから、履修要

件として英語またはスペイン語の教員免許とともに、「各学年修了時に TOEFL 

500点の英語力」が求められていたという。 

別科で行う教育実習は当初から必修であり、履修者は、少ない年で 5名、多い

年で 20名以上と幅があり、2022 年度までの平均人数は 14名となっている(1)（鹿

浦, 2023）。鹿浦（2012）によると、実習生数が増えると、別科における日本語教

育の質を維持することへのゆらぎが生じるという議論から、継続の危機にあった

時期もあるということだが、日本語教員養成の質を確保するという観点から教育

実習が継続されているという。 

教育実習の内容は、授業観察と教壇実習を主軸とする点では当初のままである

が、別科のカリキュラム変更等に伴い、総合日本語の授業自体が当初の週 5 日実

施から現行の週 3 日になる等の日程変更があった。また、2014 年に実習簿を改

訂し、実習生の内省や共同での学びを重視する項目を強化している（英保・内藤, 

2013、2014） 
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3.2 現在の日本語教員養成課程 

 2024 年度現在、外国語学部、英語キャリア学部(2)、英語国際学部の日本語教員

養成課程は、「日本語教員養成に関する科目」として指定される科目のうち 54単

位以上を修得することを求めている。指定される科目は、「社会・文化・地域に

関する科目」「言語と社会に関する科目」「言語と心理に関する科目」「言語と教

育に関する科目」「言語に関する科目」の科目群に分類され、それぞれに修得単

位数が規定されている。この科目群は、2000 年 3 月に日本語教員の養成に関す

る調査研究協力者会議により発表された「日本語教育のための教員養成について」

に準拠したものである。必修科目として日本語学概論、日本語学 A／B、日本語

教授法 A／B といった日本語教育の専門科目のほか、教職概論、教育制度概論等、

英語教職課程との共通の科目が課されている。選択科目には日本学、社会学、国

際関係論等、多彩な隣接分野の科目がある。 

1 年次、2 年次それぞれの終了時には、次年度以降の履修継続のための英語力

の要件がある。当初は履修要件となっていた「英語またはスペイン語の教職課程

の履修」は現在は廃止されているが、先述のように、必修科目として、教職概論

ほか、英語教職課程と共通の科目が残っている。 

 教育実習に関しては、外国語学部および英語キャリア学部の受講生は、留学生

別科での教育実習の代わりに、履修生が相互に学生役を務める模擬授業を行う

「日本語教育実習演習」を履修する選択股もある。また、英語国際学部の受講生

は原則として、同じく模擬授業を行う「日本語教育演習」しか履修できないこと

になっている。それぞれに、英語力、修得科目および学内成績の要件が課されて

いる。 

 教育実習終了後、希望者は「日本語インターン留学」に応募し、選考を受ける。

これは、卒業後、海外（主にアメリカ）の提携大学に TA として派遣する制度で、

先方からの要請の有無等により人数は変動するが、7名程度が派遣される。中に

は修士号の取得が可能な派遣先もあるほか、派遣終了後に現地または日本国内の

大学院に進学するケースもあり、海外志向の高い履修生の日本語教員養成課程修

了後の進路モデルの一つとなっている。この日本語インターン留学および別科で

の教育実習では英語力が必要になることから、本学の日本語教員養成課程、特に

日本語教授法 B や教育実習では英語を媒介語とする教え方に多くの時間が割か
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れている。 

 

3.3 現行の教育実習 

現在、別科での教育実習は、4 年次の秋学期に、前半、後半の 2グループに分

かれて実施されている。前半は 10月ごろ、後半は 11月ごろに、専任教員が 1～

2名ずつ分担して指導を担当する。実習生は、それぞれの指導教員の総合日本語

クラス授業を拠点とし、授業見学および教壇実習を行う。総合日本語クラスは週

3 日、1 日 2 コマあるため、最低でも 18 コマの日本語クラスに参加することにな

る。指導教員以外の総合日本語授業や漢字授業の授業見学も可能である。また、

実習期間中は、留学生の学修サポートを行う“Language Table”の運営も実習生が

行うことになっている。これは、実習生が交代で指定教室に待機し、留学生の質

問を受け付けたり、会話練習を行ったりする活動で、役割分担やポスター作成等

は実習生の主体性に任されている。 

表 2 日本語教育実習の全体スケジュール 

週 実習内容 クラス外活動 コアカリキュラ
ムの該当項⽬ 

実習開始前 オリエンテーシ

ョン 

・「教育実習への思い」提出 

・「実習クラスの概要」提出 

①オリエンテ

ーション 

第 1 週 授業見学 ・教案作成 

・教材作成 

②授業見学 
③授業準備 

第 2 週 
授業見学 

（教壇実習） 

・教案作成 

・教材作成 

・教壇実習リハーサル 

③授業準備 
④模擬授業 

第 3 週 授業見学 

（教壇実習） 

・「教壇実習の振り返り」提

出 

⑤教壇実習 

実習終了後 
 ・レポート提出 

・「振り返り」提出 

・「教育実習の感想」提出 

⑥実践研修全

体総括 

 

表 2 に、教育実習のスケジュールの概要を示す。「実習内容」は、実習の中心

となる内容を、「クラス外活動」は、実習生が自宅等で行う課題を指す。また、

参考として、実践研修コアカリキュラムに示されている項目で内容が該当するも

のを挙げた。実習の前半を授業見学と授業見学に当て、2 週目または 3 週目に教

壇実習を行うのが基本的なスケジュールである。ただし、教壇実習のタイミング

や内容、回数、1回の教壇実習の長さ等の詳細は、実習生の人数やクラスのスケ
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ジュールを勘案しながら指導教員が決定する。 

実習生は、実習期間開始前には、オリエンテーション（日本語主任および教職

センター担当職員からの説明会）に参加し、指導教員との事前連絡を行うととも

に、実習への抱負などを書く「教育実習への思い」を提出する。実習期間中は、

総合日本語の授業日（月・水・金）には必ず授業に参加するように定められてい

るほか、授業外にも指導教員とのミーティングや Language table の当番、指導担

当教員から依頼された教務補助作業（課題添削等）を行う。 

実習期間終了後には、レポート、教育実習の振り返り（指導教員に提出）、教

育実習の感想（教職センターに提出）をそれぞれ書く。レポートのテーマも指導

教員が決定する。提出物については、2019 年度までは冊子の実習簿を配布し、実

習日に毎回提出させていたが、コロナ禍でのオンライン教育実習を経て、現在は

LMS(学修支援システム)に電子ファイルを提出する形に移行している。 

この教育実習は、登録日本語教員の資格取得に必要な実践研修とは関わりがな

いため、コアカリキュラムに準拠する必要はないが、表 2 のように整理すると、

学習項目はコアカリキュラムとほぼ一致していることがわかる。 

 

4. 日本語教育実習の実践例 

4.1 概要 

 関西外国語大学の教育実習では、以上に述べたような全体スケジュールに則り、

具体的な実習内容は担当教員がクラスや実習生に合わせて調整する。その実践例

の 1 つとして、筆者が 2024 年秋学期に担当した教育実習の内容を紹介する。 

受け入れクラスである総合日本語 2レベルは初級前半で、教科書は『初級日本

語げんきⅠ』（坂野ほか, 2020, 以下『げんき』）を使用し、第 6 課から第 12 課ま

でをカバーする。履修者は 23名で、出身国の内訳はアメリカ 14名、メキシコ 3

名、オーストラリア 2名、カナダ、プエルトリコ、タイ、ベトナムが各 1名であ

った。すべての履修者が英語を理解するため、クラスでの媒介語としては英語を

使用していた。 

教育実習の期間は、前半は 9 月 30 日（月）から 10 月 18 日（金）、後半は 11

月 4 日（月）から 11月 22 日（金）までのそれぞれ 3 週間で、1名ずつの実習生

を受け入れた。 
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別科の総合日本語は、原則として 1 時限目と 2 時限目に、同レベルの複数のセ

クションが開講されているが、筆者の担当は 2 時限目のセクションのみであった

ため、実習生は、毎回 1 時限目は他クラスの見学に行くことになった。また、当

該クラスで授業の大部分がテスト実施となる場合等も他クラスを見学した。 

 

4.2 スケジュール 

 前半、後半それぞれの詳細なスケジュールを、表 3 および表 4 に示す。JPN は

総合日本語、授業見学の欄の○印は指導教員（筆者）の担当クラスを表している。 

今年度は前半、後半とも実習生が 1名であったため、ミーティングはすべて個人

指導となった。前半、後半とも、実習開始前に一度ミーティングを行い、実習を

行うクラスの概要説明や提出物の確認、教壇実習の日程と担当の決定等を行った。

前半の教育実習のみ、期間中に総括のミーティングを行う時間が取れなかったた

め、実習終了後にミーティングの時間を設けた。 

 

表 3 日本語教育実習（前半）のスケジュール 

週  ⾒学・教壇実習 その他 
開始前 9/24（火）  ミーティング（事前説明） 

1 

9/30（月） 
授業見学（JPN2） 
授業見学（JPN2）○ 

ミーティング（教案の検討） 

10/ 2（水） 
授業見学（JPN1） 
授業見学（JPN2）○ 

ミーティング（教案の検討） 

10/ 4（金） 
授業見学（JPN2） 
教壇実習① 

 

2 

10/ 7（月） 
授業見学（JPN1） 
授業見学（JPN2）○ 

ミーティング（教案の検討） 

10/ 9（水） 
授業見学（JPN6） 
教壇実習② 

Language Table 

10/11（金） 
授業見学（JPN3） 
授業見学（JPN2）○ 

Language Table 

3 

10/14（月） 
授業見学（JPN8） 
授業見学（JPN5） 

 

10/16（水） 
授業見学（JPN3） 
授業見学（JPN5） 

Language Table 

10/18（金） 
授業見学（JPN1） 
授業見学（JPN8） 

 

終了後 10/22（火）  ミーティング（振り返り） 
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表 4 日本語教育実習（後半）のスケジュール 

週  ⾒学・教壇実習 その他 
開始前 10/29（火）  ミーティング（事前説明） 

1 

11/ 4（月） 
授業見学（JPN2） 
授業見学（JPN2）○ 

Language Table 

11/ 6（水） 
授業見学（JPN1） 
授業見学（JPN2）○ 

 

11/ 8（金） 
授業見学（JPN6） 
授業見学（JPN2）○ 

ミーティング（教案の検討） 

2 

11/ 11（月） 
授業見学（JPN3） 
授業見学（JPN2）○ 

 

11/ 13（水） 
授業見学（JPN1） 
授業見学（JPN2）○ 

 

11/15（金） 
授業見学（JPN3） 
教壇実習① 

ミーティング（教案の検討） 
Language Table 

3 

11/18（月） 
授業見学（JPN5） 
授業見学（JPN2）○ 

 

11/20（水） 
授業見学（JPN1） 
授業見学（JPN2）○ 

 

11/22（金） 
授業見学（JPN4） 
教壇実習② 

ミーティング（振り返り） 
Language Table 

 

4.3 教壇実習 

 教壇実習に関しては、実施回数と文型の選択をある程度実習生に委ねた。別科

日本語教員は 1 時限目、2 時限目に同じレベルの別セクションを担当しているこ

とが多く、そこに入る教育実習生は、1 つの文型を別セクションで 2回教壇実習

することができる。しかし、筆者のクラスは 1セクションのみであるため、「1 週

間程度の間を空け、45分程度の教壇実習を 2回行う」か、「1 コマ 90分の教壇実

習の中で 2 つの文型を扱う」かの選択肢を提示した。結果、前半、後半どちらの

実習生も前者を選択したため、それを前提とし、クラスのスケジュールの中で実

習可能な文型を挙げた。その結果、前半の実習生は第 9 課から「もう／まだ」と

「qualifying nouns」、後半の実習生は第 11 課「～ことがある」と第 12 課「～ほ

うがいい」を担当することになった。前半の実習生が第 3 週ではなく 1，2 週に

実習を行ったのは、前半の実習期間の第 3 週が中間試験の時期と重なっており、

教壇実習の時間が確保できなかったためである。 

 教壇実習の準備として、実習生にはまず自分で教案と教材を作成するように指

導した。その後、個別のミーティングを行い、教案や配布プリントの検討を重ね
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た。いずれの実習生も、最初の段階での教案の完成度が高く、大幅な修正や指導

は必要なかったため、配布プリントやスライドのブラッシュアップに時間を割く

ことができた。 

 教壇実習当日は、90分授業のうち 45分を教壇実習に当て、残りの時間は指導

教員が授業を行った。また、学習者にアンケート用紙を配布し、教壇実習を評価

してもらった。 

 

4.4 ミーティング 

 実習生とのミーティングは、週に 1 度を基本としながら調整した。特に前半の

実習生は、実習期間が始まってすぐに教壇実習があること、1回目と 2回目の教

壇実習の間が短いことから、最初の週にできる限りミーティングを行った。 

 ミーティングでは、教壇実習の準備や振り返りのほか、当日見学した授業につ

いての感想および質問の受け付け、クラスの学生の様子についての意見交換、提

出物のリマインド等を行った。1回の所要時間はおおむね 1 時間弱であった。 

 

4.5 提出物 

 表 2 に示した提出物のほか、実習期間中は、総合日本語の授業がある月曜日、

水曜日、金曜日に、毎回「授業日誌」と「授業見学メモ」の提出が課されている。 

さらに、実習期間終了後、1 週間以内にレポートを提出することが最終課題と

なっている。レポートのテーマは各指導教員が決めるものであるが、筆者は毎回、

テーマを自由にしており、教育実習や日本語教育に関わる内容であればよいとい

うことにしている。ミーティングの際は随時進捗状況を確認し、テーマを決めか

ねている場合には参考文献等を見せながらいくつかの例を紹介した。 

 

4.6 実践紹介のまとめ 

 以上、筆者が行っている教育実習の実践について、2024 年秋学期の事例を中

心に紹介した。指導担当教員の所感としては、実習生の判断や選択に任せられる

部分をできるだけ多くしたことで、主体的に実習に取り組めるように支援できた

と感じている。一方、一人一人の実習生の授業準備を 3 週間に渡って見守り、サ

ポートするためには、一度に受け入れられる実習生は 2名程度が限界であると感
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じる。本学では、教育実習の指導教員は専任教員が担当しているが、小山（1992）

で報告されている 91 年度の体制と 2024 年度の状況を比較すると、専任教員は

11名から 9名に減少しているのに対し、実習生の数は増えている。1人あたりの

受け持ち実習生の数が増えていくとすれば、効果的な教育実習が行えるよう、何

らかの工夫が必要になる。 

その他、気になる点は、実習生の中には実習期間中も他の授業が忙しく、他の

実習生との模擬授業や教案の相談等がなかなか行えない状況にあるケースがあ

ることである。また、実習生を受け入れる授業のスケジュールの都合で、授業見

学を充分していない時期から教壇実習の準備を始めなければならない状況が発

生したことについても、指導教員としてどのようなフォローができるか考えてい

きたいと感じた。 

 

5. 今後の調査・研究の展望 

 今後、本学の教育実習のあり方を考える上で必要な調査や研究に関しては、い

くつかの観点が考えられる。 

 1 つは、実習生が教育実習から得る学びとは何かという点である。教育実習が、

単なる教授技術のスキルアップを目的としているものであれば、日本語教員にな

ることを考えていない実習生にとっては、将来に結びつかない活動ということに

なってしまう。しかし、実践研修コアカリキュラムで述べられているように、「文

化多様性・社会性に対する態度」を養うという側面があるとすれば、日本語教員

を目指さない実習生にとっても意義深いものとなるはずである。西村（2020）は、

大学で日本語教育を学ぶことが、専門的な知識や技能を身につけるだけでなく、

対話力や問題解決力、ファシリテーション力といった、より汎用的な能力、態度

を涵養することができる可能性を指摘している。また、三枝(2014)は、教育実習

への参加が実習生にもたらした学びは、日本語教育の技術にとどまらず、文部科

学省提唱の「学士力」や経済産業省提唱の「社会人基礎力」に掲げられている能

力に通ずるものであったと分析している。教育実習のこのような側面を、調査や

研究によって明らかにすることができれば、今後の指導の改善にも役立つだろう。 

 また、本学の教育実習の特徴の一つである、多様な授業の見学が可能であると

いう点が、実習生の成長にどのような効果を持っているかという点を検証するこ
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とにも意義があると考えている。福池・倉沢（2023）は、本学で行われている日

本語インターン派遣候補生の派遣前研修を研究対象とし、研修前後にインタビュ

ーを行った。この派遣前研修は、教育実習とほぼ同様の形式で行われるが、参加

者が海外での日本語教育を行う予定であることが違いである。インタビューの中

で、「いろいろな先生の授業を見られてよかった」という趣旨の語りが見られた。

教え方に関するビリーフを相対化する上で、多様なスタイルの授業を見学するこ

とはどのぐらい効果があるのだろうか。教育実習の事前事後インタビューを通し

てそれを描き出すことができれば、指導する教員も自信を持って実習生を受け入

れられると考えている。 

 実習生のみならず、指導教員に目を向けた研究の必要性も検討したい。同一機

関で複数の教員が実習生を指導するにあたり、それぞれの教育実習に対するビリ

ーフがどれほど一致しているかを知ることは、よりよい指導につながるのではな

いだろうか。 

 

6. おわりに 

 以上、本学の教育実習について現行の実施方法をまとめ、実践を紹介するとと

もに、今後の調査・研究の展望を述べた。変革期にある日本語教員養成の中で、

今後、本学の教育実習は、資格取得に直接関わらないという位置づけになる。こ

のことにより、一見すると重要性が下がるように感じられるかもしれないが、そ

の代わり、より自由な内容が可能であるという見方もできる。登録日本語教員の

国家資格取得を目指す学生は、この教育実習とは別に実践研修を受ける必要があ

り、実際の日本語教育現場で役立つ教授技術については実践研修であらためて学

ぶことになる。そう考えると、本学の教育実習では、技術や知識よりも態度の涵

養に重点をおくことも可能ではある。選択肢が広がっているといえる状況の中、

今後の教育実習をどのように行うことが実習生の将来に資する結果になるのか

を考えていく必要がある。そのための調査・研究が望まれる。 

 

 

注 

(1) 2020 年度はコロナ禍の影響により、全員が「日本語教育実習演習」または「日本語

教育演習」を履修することとなり、別科での教育実習は実施されなかった。2021 年

- 212 -



  

度は別科授業がオンラインで開講されたため、教育実習もオンラインで実施された。 

(2) 英語キャリア学部は、小学校教員コースを除く。 
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